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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 6日 (2007.8.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ２ 流 体 ノ ズ ル ４ ２ は 、 下 端 に 開 口 を 有 す る 内 管 部 ４ ２ ａ と 、 内 管 部 ４ ２ ａ を 取 り 巻 い て
二 重 管 構 造 を 構 成 し 、 内 管 部 ４ ２ ａ と の 間 に 環 状 部 ４ ２ ｂ を 形 成 し 、 下 端 に 環 状 開 口 を 有
す る 外 管 部 ４ ２ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ２ 流 体 ノ ズ ル を 使 用 す る と き に は 、 図 ８ で 、 空
気 送 入 管 ３ ４ は 、 ２ 流 体 ノ ズ ル ４ ２ の 内 管 部 ４ ２ ａ と 外 管 部 ４ ２ と の 間 の 環 状 部 ４ ２
に 、 被 処 理 液 管 ３ ２ は ２ 流 体 ノ ズ ル ４ ２ の 内 管 部 ４ ２ ａ に 接 続 さ れ て い る 。
　 ２ 流 体 ノ ズ ル ４ ２ は 、 内 管 部 ４ ２ ａ か ら 被 処 理 液 を 、 か つ 環 状 部 ４ ２ ｂ か ら 酸 素 含 有 ガ
ス と し て 空 気 を 流 入 さ せ 、 環 状 部 ４ ２ ｂ の 下 端 環 状 開 口 か ら 反 応 器 ４ ２ 内 に 流 出 す る 空 気
流 に よ っ て 内 管 部 ４ ２ ａ の 下 端 開 口 か ら 流 出 す る 被 処 理 液 を ア ト マ イ ジ ン グ す る こ と に よ
り 、 反 応 器 ４ ２ 内 の 超 臨 界 水 域 、 つ ま り 反 応 室 ４ ３ に 噴 霧 状 で 被 処 理 液 と 空 気 と を 分 散 さ
せ る 。
　 反 応 室 ４ ３ 内 で 、 被 処 理 液 中 の 有 機 塩 素 化 合 物 は 、 超 臨 界 水 反 応 に よ り 酸 化 さ れ 、 処 理
液 と な っ て 処 理 液 ノ ズ ル ４ ４ か ら 流 出 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 の 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ ０ は 一 般 的 な
圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 の 構 成 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
　 反 転 筒 を 有 し な い 一 般 的 な 圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 ４ ５ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 圧 力 容
器 と し て 形 成 さ れ た 外 円 筒 体 ４ ６ と 、 外 円 筒 体 ４ ６ と 相 互 に 連 通 す る 内 円 筒 体 と し て 設 け
ら れ 、 超 臨 界 水 を 収 容 し て 反 応 ４ ９ を 形 成 す る 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ と の ２ 重 円 筒 体 と
し て 形 成 さ れ て い る 。
　 ２ 流 体 ノ ズ ル ５ ５ か ら 被 処 理 液 と 空 気 と を 噴 霧 状 で 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ 内 の 反 応 ４
９ に 流 入 さ せ 、 か つ 、 圧 力 バ ラ ン ス 用 ガ ス 送 入 口 ５ ０ か ら 外 円 筒 体 ４ ６ と 反 応 カ ー ト リ ッ
ジ ４ ７ と の 間 の 環 状 部 ５ １ に 、 圧 力 バ ラ ン ス 用 ガ ス と し て 、 例 え ば 空 気 を 供 給 す る 。 圧 力
バ ラ ン ス 用 空 気 は 、 図 ８ で 空 気 送 入 管 ３ ４ か ら 分 岐 し た 圧 力 バ ラ ン ス 用 空 気 送 入 管 （ 図 示
せ ず ） か ら 供 給 さ れ る 。
　 圧 力 バ ラ ン ス 用 ガ ス は 、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ と ２ 流 体 ノ ズ ル ５ ５ と の 上 部 間 隙 ５ ２ を
介 し て 環 状 部 ５ １ か ら 反 応 ４ ９ に 流 入 し 、 酸 化 剤 の 一 部 と し て 消 費 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ 内 の 反 応 ４ ９ に 流 入 し た 被 処 理 液 中 の 有 機 塩 素 化 合 物 は 、 超 臨
界 水 中 で 酸 化 さ れ 、 処 理 流 体 と し て 処 理 流 体 ノ ズ ル ５ ６ か ら 流 出 す る 。
　 圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 ４ ５ で は 、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 内 外 の 圧 力 差 は 殆 ど 無 い た め
、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ を 非 圧 力 容 器 と し て 薄 い 肉 厚 で 形 成 で き る の で 、 反 応 カ ー ト リ ッ
ジ ４ ７ を 高 価 な 耐 食 性 金 属 、 例 え ば イ ン コ ネ ル ６ ２ ５ 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 で 形 成 し て も 、 コ
ス ト が 嵩 ま な い と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 環 状 部 ５ １ は 腐 食 性 が 強 い 雰 囲 気 で は な い の で
、 外 円 筒 体 ４ ６ は 必 ず し も 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ と 同 じ 材 質 で 形 成 す る 必 要 は な く 、 通 常
、 耐 熱 ／ 耐 圧 性 炭 素 鋼 、 或 い は ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ で 、 Ｐ Ｃ Ｂ や ダ イ オ キ シ ン を 処 理 す る 場 合 、 排 出 基 準 値 と し て 規 定 さ れ て い る Ｐ
Ｃ Ｂ 濃 度 は ３ μ ｇ ／ リ ッ ト ル 、 ダ イ オ キ シ ン 濃 度 は １ ０ ｐ ｇ Ｔ Ｅ Ｑ ッ ト ル で あ っ て 、
極 め て 低 い 濃 度 で あ る 。
　 処 理 流 体 中 の Ｐ Ｃ Ｂ や ダ イ オ キ シ ン 類 の 濃 度 を 排 出 基 準 値 以 下 に 低 下 さ せ る た め に は 、
被 処 理 液 中 の 有 機 塩 素 化 合 物 に 対 す る 超 臨 界 水 反 応 を 完 全 に 終 結 さ せ る こ と が 必 要 で あ っ
て 、 そ の た め に は 、 充 分 な 被 処 理 液 の 滞 留 時 間 が 必 要 に な り 、 従 っ て 、 超 臨 界 水 域 と な る
反 応 室 の 容 積 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。
　 こ の 結 果 、 反 応 器 ４ ０ で は 圧 力 容 器 ４ １ を 大 型 化 す る 必 要 が あ り 、 反 応 器 ４ ５ で は 反 応
カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ 及 び 圧 力 容 器 ４ ６ の 容 積 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 発 明 で は 、 好 適 に は 、 第 １ の 反 応 室 と 第 ２ の 反 応 室 を 区 分 す る 境 界 は 、 圧 力 容 器
の 高 さ の ２ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 、 好 ま し く は ４ ０ ％ 以 上 ６ ０ ％ 以 下 の 距 離 だ け 圧 力 容 器 の
底 部 か ら 上 方 に 位 置 し 、 第 ２ の 発 明 で は 、 好 適 に は 、 第 １ の 反 応 室 と 第 ２ の 反 応 室 を 区 分
す る 境 界 は 、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ の 高 さ の ２ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 、 好 ま し く は ４ ０ ％ 以 上 ６
０ ％ 以 下 の 距 離 だ け 反 応 カ ー ト リ ッ ジ の 底 部 か ら 上 方 に 位 置 す る よ う に す る 。
　 こ れ に よ り 、 超 臨 界 水 反 応 終 結 さ せ る 上 か ら 、 第 １ の 反 応 室 と 第 ２ の 反 応 室 の 容 積 比
率 を 最 適 に 決 め 、 反 応 室 全 体 の 所 要 容 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
　 最 も 好 ま し く は 、 第 ２ の 反 応 室 の 容 積 を 第 １ の 反 応 室 の 容 積 と 同 じ に す る 。 尚 、 第 １ の
反 応 室 の 寸 法 、 容 積 は 、 被 処 理 液 ノ ズ ル が 通 常 の ノ ズ ル で あ れ ば 、 第 １ の 反 応 室 へ の 被 処
理 液 と 酸 化 剤 含 有 流 体 の 導 入 パ タ ー ン 、 被 処 理 液 が ２ 流 体 ノ ズ ル で あ れ ば 、 噴 霧 パ タ ー ン
に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 設 け ら れ た 反 応 器 ６ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 反 応
室 ４ ３ が 、 反 応 室 下 部 の 第 １ 反 応 室 ６ １ と 、 第 １ 反 応 室 ６ １ 上 で あ っ て 反 応 室 上 部 の 第 ２
反 応 室 ６ ２ と に 区 分 さ れ て い る こ と 、 ２ 流 体 ノ ズ ル ６ ３ が 第 ２ 反 応 室 ６ ２ 内 を 下 方 に 延 在
し て 、 下 端 開 口 が 第 １ 反 応 室 ６ １ と 第 ２ 反 応 室 ６ ２ と の 境 界 に 位 置 す る こ と 、 第 ２ 反 応 室
６ ２ 内 に 流 路 規 制 手 段 と し て 複 数 枚 の 邪 魔 板 ６ ４ が 相 互 に 離 隔 し て 千 鳥 状 配 置 で 配 置 さ れ
て い る こ と 、 及 び 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ 内 の 流 体 を 加 熱 す る 加 熱 ヒ ー タ 、 例 え ば 電 気 ヒ ー タ ６
５ が 第 ２ 反 応 室 ６ ２ に 対 応 す る 圧 力 容 器 ４ １ の 部 分 の 外 側 に 設 け ら れ て い る 除 い て 、
前 述 の 反 応 器 ４ ０ と 同 じ 構 成 を 備 え て い る 。
　 第 １ 反 応 室 ６ １ と 第 ２ 反 応 室 ６ ２ を 区 分 す る 境 界 は 、 つ ま り ２ 流 体 ノ ズ ル ６ ３ の 下 端 開
口 は 、 圧 力 容 器 ４ １ の 高 さ の ５ ０ ％ の 距 離 だ け 圧 力 容 器 ４ １ の 底 部 か ら 上 方 に 位 置 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 例 で は 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ に 流 路 規 制 手 段 を 設 け て 、 超 臨 界 水 反 応 に 寄 与 し な
い デ ッ ド ゾ ー ン を 消 滅 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ 全 体 を 超 臨 界 水 反 応 の 進 行 に 有
効 に 使 う こ と が で き る 。
　 な お 、 邪 魔 板 ６ ４ を 設 け ず 、 ２ 流 体 ノ ズ ル ６ ３ の 下 端 開 口 部 を 反 応 室 ４ ３ の ほ ぼ 中 央 部
と し た の み で も 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ 全 体 を 超 臨 界 水 反 応 の 進 行 に 有 効 に 使 う こ と が で き る 。
　 ま た 、 電 気 ヒ ー タ を 設 け て 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ 内 の 流 体 を 第 １ 反 応 室 ６ １ 内 の 流 体 と
同 じ 温 度 に 加 熱 す る こ と に よ り 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ で の 超 臨 界 水 反 応 の 反 応 速 度 を 増 大 さ せ
、 超 臨 界 水 反 応 の 進 行 を よ り 促 進 す る こ と が で き る 。
　 よ っ て 、 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 を 適 用 す る こ と に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｂ や ダ イ オ キ シ
ン 類 の 処 理 に 際 し て も 、 反 応 器 を 大 型 化 す る こ と な く 、 コ ン パ ク ト な 反 応 器 で 経 済 的 に 処
理 液 中 の 残 留 Ｐ Ｃ Ｂ や ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 を 排 出 基 準 値 以 下 に 維 持 す る こ と が で き る 。
　 以 下 の 実 施 形 態 例 ２ も 、 本 実 施 形 態 例 と 同 様 の 効 果 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 例 は 、 第 ２ の 発 明 に 係 る 超 臨 界 水 反 応 装 置 の 実 施 形 態 の 一 例 で あ っ て 、 図 ３
は 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 設 け た 反 応 器 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 設 け ら れ た 反 応 器 ７ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 反 応
室 ４ ９ が 反 応 室 下 部 の 第 １ 反 応 室 ７ １ と 、 第 １ 反 応 室 ７ １ 上 で あ っ て 、 反 応 室 上 部 の 第 ２
反 応 室 ７ ２ と に 区 分 さ れ て い る こ と 、 ２ 流 体 ノ ズ ル ７ ３ が 第 ２ 反 応 室 ７ ２ 内 を 下 方 に 延 在
し て 、 下 端 開 口 が 第 １ 反 応 室 ７ １ と 第 ２ 反 応 室 ７ ２ と の 境 界 に 位 置 す る こ と 、 第 ２ 反 応 室
７ ２ 内 に 流 路 規 制 手 段 と し て 複 数 枚 の 邪 魔 板 ７ ４ が 相 互 に 離 隔 し て 配 置 さ れ て い る こ と 、
及 び 、 第 ２ 反 応 室 ７ ２ 内 の 流 体 を 加 熱 す る 加 熱 ヒ ー タ 、 例 え ば 電 気 式 パ イ プ ヒ ー タ ７ ５ が
第 ２ 反 応 室 ７ ２ に 対 応 す る 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ５ ４ の 部 分 の 外 側 に 設 け ら れ て い る 除 い
て 、 前 述 の 反 応 器 ４ ５ と 同 じ 構 成 を 備 え て い る 。
　 第 １ 反 応 室 ７ １ と 第 ２ 反 応 室 ７ ２ を 区 分 す る 境 界 、 つ ま り ２ 流 体 ノ ズ ル ７ ３ の 下 端 開 口
は 、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 高 さ の ５ ０ ％ の 距 離 だ け 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 底 部 か ら 上
方 に 位 置 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 邪 魔 板 ７ ４ は 、 流 体 通 過 口 ７ ６ を 有 し 、 円 直 径 が 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 内 径

で あ る こ と を 除 い て 、 実 施 形 態 例 １ の 邪 魔 板 と 同 じ 構 成 で あ っ て 、 実 施 形 態 例 １ と
同 じ 配 列 で 設 け ら れ て い る 。 な お 、 邪 魔 板 ７ ４ を 設 け ず 、 ２ 流 体 ノ ズ ル ７ ３ の 下 端 開 口 部
を 反 応 室 ４ ９ の ほ ぼ 中 央 部 と し た の み で も 、 第 ２ 反 応 室 ７ ２ 全 体 を 超 臨 界 水 反 応 の 進 行 に
有 効 に 使 う こ と が で き る 。
　 電 気 式 パ イ プ ヒ ー タ ７ ５ は 、 パ イ プ 内 に 電 気 抵 抗 発 熱 線 を 気 密 封 止 で 挿 入 し た 形 式 の ヒ
ー タ で あ っ て 、 第 ２ 反 応 室 ７ ２ 内 の 流 体 を 第 １ 反 応 室 ７ １ 内 の 流 体 の 温 度 に 加 熱 す る 加 熱
容 量 を 備 え て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】

　 上 述 の 実 施 形 態 例 １ か ら 実 施 形 態 例 で は 、 流 路 規 制 手 段 と し て 邪 魔 板 を 千 鳥 状 配 置 で
相 互 に 離 隔 し て 設 け て い る が 、 流 路 規 制 手 段 の 構 成 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 次 に 説 明 す る
よ う な も の が あ る 。
　 図 ４ を 参 照 し 、 実 施 形 態 例 １ の 反 応 器 を 例 に し て 、 流 路 規 制 手 段 の 変 形 例 １ を 説 明 す る
。 図 ４ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 流 路 規 制 手 段 の 変 形 例 １ と し て 設 け ら れ た 、 デ ィ
ス ク 状 板 体 及 び ド ー ナ ツ 状 板 体 の 平 面 図 で あ り 、 図 ４ （ ｃ ） は デ ィ ス ク 状 板 体 及 び ド ー ナ
ツ 状 板 体 の 配 置 図 で あ る 。
　 デ ィ ス ク 状 板 体 ８ ０ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２ の 内 径 Ｄ よ り 小 さ い
直 径 ｄ の 円 板 で あ り 、 ド ー ナ ツ 状 板 体 ８ １ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 反 応 室 ６ ２
の 内 径 と 同 じ 外 径 で 、 デ ィ ス ク 状 板 体 ８ ０ の 直 径 ｄ よ り 小 さ い 直 径 ｄ ′ の 円 形 開 口 ８ ２ を
中 心 に 有 す る 環 状 板 で あ る 。
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【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 デ ィ ス ク 状 板 体 ８ ０ と ド ー ナ ツ 状 板 体 ８ １ と は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 反 応 室
６ ２ 内 で 上 か ら 下 に 向 か っ て 相 互 に 離 隔 し て 交 互 に 配 置 さ れ る 。
　 流 体 は 、 デ ィ ス ク 状 体 ８ ０ に 衝 突 し て 、 デ ィ ス ク 状 体 ８ ０ の 周 辺 部 か ら 一 様 に 上 方
に 流 れ 、 次 い で ド ー ナ ツ 状 体 で 流 路 を 縮 小 し て 再 び 次 の デ ィ ス ク 状 体 ８ ０ に 向 か
っ て 流 れ る 。 こ れ に よ り 、 流 体 は デ ィ ス ク 状 体 ８ ０ 及 び ド ー ナ ツ 状 体 ８ １ に 沿 っ て 流
れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 実 施 形 態 例 は 、 第 ４ の 発 明 に 係 る 超 臨 界 水 反 応 装 置 の 実 施 形 態 の 一 例 で あ っ て 、 図 ７
は 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 設 け た 反 応 器 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 設 け ら れ た 反 応 器 １ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 縦
型 圧 力 容 器 １ ０ １ と 、 間 隙 １ ０ ３ ａ を 介 し て 圧 力 容 器 １ ０ １ と 相 互 に 連 通 し 、 内 部 を 反 応
室 １ ０ ２ と し て 超 臨 界 水 を 収 容 す る 反 応 カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ３ と の ２ 重 筒 体 で あ っ て 、 バ ラ
ン ス 用 ガ ス 送 入 ノ ズ ル １ ０ ４ か ら 圧 力 容 器 １ ０ １ と 反 応 カ ー ト リ ッ ジ １ ０ ３ と の 間 に 圧 力
バ ラ ン ス 用 ガ ス と し 気 が 供 給 さ れ る 、 圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 図 ９ 】
　 般 的 な 非 圧 力 バ ラ ン ス 型 反 応 器 の 構 成 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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